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第
四
の
二
の
２
の
_

中
「
、
今
般
」
及
び
「
が
成
立
し

た
こ
と
」
を
削
り
、「
第
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第

二
項
」
を
、「
医
療
計
画
に
」
の
下
に
「
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
」
を
、「
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
の
下
に
「
と
と
も

に
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
を
加
え
、
同
２
の
`

中
「
医

師
」
の
下
に
「
・
歯
科
医
師
」
を
、「
に
努
め
る
」
の
下
に

「
必
要
が
あ
る
」
を
加
え
、「
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
」

を
削
り
、
同
２
の
a

中
「
つ
い
て
は
」
の
下
に
「
、
周
産

期
医
療
体
制
整
備
計
画
の
内
容
と
整
合
性
を
図
る
と
と
も

に
」
を
加
え
る
。

第
四
中
五
及
び
六
を
削
り
、
四
を
六
と
し
、
第
四
の
三

中
「
、
都
道
府
県
知
事
」
を
「
及
び
都
道
府
県
知
事
」
に

改
め
、
同
三
を
第
四
の
四
と
し
、
同
四
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

五

薬
局
の
役
割

薬
局
に
つ
い
て
は
、
医
療
提
供
施
設
と
し
て
、
五

疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

連
携
体
制
の
中
で
、
調
剤
を
中
心
と
し
た
医
薬
品
、

医
療
・
衛
生
材
料
等
の
提
供
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
に

お
い
て
、
薬
局
の
医
療
機
能
を
医
療
計
画
に
明
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り
や

す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

第
四
の
二
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
の
在
り
方

在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い
て
医
療

計
画
に
定
め
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
機
能
に
即

し
て
、
地
域
の
医
療
提
供
施
設
の
医
療
機
能
を
明
示

す
る
こ
と
に
よ
り
、
患
者
や
住
民
に
対
し
、
分
か
り

や
す
い
情
報
提
供
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

１

明
示
す
る
機
能

在
宅
医
療
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
の
退
院

支
援
機
能
、
生
活
の
場
に
お
け
る
療
養
支
援
機
能

並
び
に
急
変
時
の
対
応
機
能
及
び
患
者
が
望
む
場

所
で
の
看
取
り
機
能
（
入
院
機
関
と
在
宅
医
療
の

受
け
皿
に
な
る
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ
る
退
院

支
援
の
実
施
、
関
係
職
種
の
協
働
に
よ
る
患
者
・

家
族
の
生
活
の
視
点
に
立
っ
た
医
療
の
提
供
、
緩

和
ケ
ア
の
提
供
、
介
護
す
る
家
族
の
支
援
、
在
宅

療
養
中
の
患
者
が
急
変
し
た
場
合
に
受
け
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
病
床
の
確
保
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
看
取
り
の
実
施
等
）

２

配
慮
す
べ
き
事
項

看
取
り
の
体
制
を
含
め
た
在
宅
医
療
に
つ
い
て

は
、
在
宅
療
養
を
希
望
す
る
患
者
や
家
族
、
地
域

住
民
に
対
し
て
、
病
院
・
診
療
所
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
薬
局
等
の
機
能
分
担
と
連
携
の
状

況
を
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、

在
宅
の
患
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
医
療
と
介
護
を

包
括
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
都

道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
の
内
容
と
整
合

性
を
図
り
、
患
者
の
療
養
生
活
の
充
実
等
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
五
の
一
に
次
の
一
段
落
を
加
え
る
。

特
に
地
域
の
医
療
機
関
で
医
師
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
係
る
不
安
の
解
消
に
向
け
て
、
大
学
等

の
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
医
師
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
支
援
と
一
体
的
に
地
域
の
医
療
機
関
の
医

師
の
確
保
を
支
援
す
る
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
都
道

府
県
に
お
い
て
は
、
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の

組
織
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
地
域
の
医
療
関
係
者
等
と
協
議
の
上
で
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
五
の
二
中
「
医
師
に
つ
い
て
は
」
を
「
医
師
・
歯
科

医
師
に
つ
い
て
は
」
に
改
め
、「
の
必
修
化
」
を
削
り
、「
す

べ
て
の
医
師
」
を
「
全
て
の
医
師
・
歯
科
医
師
」
に
、「
医

師
と
し
て
の
」
を「
医
療
従
事
者
と
し
て
の
」に
改
め
、「
歯

科
医
師
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
修
の
必
修
化
を
通
じ
、
す

べ
て
の
歯
科
医
師
が
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
人
格
を
か
ん

養
し
、
総
合
的
な
歯
科
診
療
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。」を
削
る
。

第
六
の
見
出
し
中
「
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
の

実
施
状
況
の
評
価
」
を
「
並
び
に
医
療
計
画
に
お
け
る
目

標
及
び
施
策
の
達
成
状
況
の
評
価
等
」
に
改
め
、
第
六
の

一
中
「
四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
数
値
目
標
」
を
「
五

疾
病
・
五
事
業
に
係
る
数
値
目
標
」
に
改
め
、
同
一
の
第

二
段
落
の
次
に
次
の
二
段
落
を
加
え
る
。

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
数
値
目
標
を
定
め
る
場

合
に
は
、
五
疾
病
・
五
事
業
と
同
様
の
考
え
方
に
基

づ
く
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
。

そ
の
際
に
は
、
医
療
機
能
調
査
を
通
じ
て
把
握
さ

れ
た
情
報
に
基
づ
く
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
課
題

を
踏
ま
え
た
数
値
目
標
と
し
、
そ
の
数
値
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
も
併
せ
て
盛
り
込
む
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

第
六
の
一
中
「
四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
連
携

体
制
に
つ
い
て
は
」
を
「
五
疾
病
・
五
事
業
に
係
る
医
療

連
携
体
制
に
つ
い
て
は
」
に
、「
即
し
て
」
を
「
即
し
て
お

り
」
に
改
め
、
同
一
の
第
五
段
落
の
次
に
次
の
一
段
落
を

加
え
る
。

ま
た
、
在
宅
医
療
に
係
る
医
療
連
携
体
制
に
つ
い

て
定
め
る
場
合
に
は
、
五
疾
病
・
五
事
業
と
同
様
の

考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
る
。

第
六
の
一
中「「
第
五
」
を
「
医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ

い
て
は
、「
第
五
」に
、「
基
準
病
床
数
の
算
定
に
お
い
て
は
、

医
療
圏
に
関
す
る
考
え
方
は
従
来
と
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
四
疾
病
及
び
五
事
業
に
係
る
医
療
提
供
体
制
の
確

保
に
お
い
て
は
、
従
来
の
」
を
「
一
般
病
床
及
び
療
養
病

床
に
係
る
基
準
病
床
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
地
理
的
条

件
等
の
自
然
条
件
や
交
通
事
情
等
の
社
会
的
条
件
、
患
者

の
受
療
動
向
等
を
考
慮
し
て
、
一
体
の
区
域
と
し
て
入
院

に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
保
を
図
る
地
域
的
な

単
位
（
以
下
「
二
次
医
療
圏
」
と
い
う
。）ご
と
に
行
う
も

の
で
あ
る
が
、
五
疾
病
・
五
事
業
及
び
在
宅
医
療
そ
れ
ぞ

れ
の
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一

律
に
」
に
、「
で
は
な
く
、」を「
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、

必
要
に
応
じ
て
、
患
者
の
受
療
動
向
等
の
」
に
改
め
る
。

第
六
の
二
の
見
出
し
中
「
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
」

を
「
目
標
及
び
施
策
の
達
成
状
況
の
評
価
等
」
に
、
同
二

中
「
事
業
の
実
施
状
況
」
を
「
施
策
の
達
成
状
況
」
に
、

「
、
事
業
」
を
「
、
施
策
」に
、「
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
」

を
「
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
等
を
患
者
や
住
民

に
公
表
し
」
に
改
め
、
同
二
に
次
一
段
落
を
加
え
る
。

ま
た
、
数
値
目
標
及
び
施
策
の
進
{
状
況
等
の
評

価
に
つ
い
て
は
、
評
価
を
行
う
組
織
（
都
道
府
県
医

療
審
議
会
等
）
や
時
期
（
原
則
と
し
て
一
年
ご
と
）

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
等
を
患
者
や
住
民
に
公
表
し
、
五

年
間
の
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て

施
策
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
七
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七

そ
の
他
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
重
要

事
項医

療
計
画
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
施
策
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四

年
法
律
第
百
三
号
）
等
医
療
関
係
各
法
や
介
護
保
険

法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
等
の
規
定
及

び
次
の
方
針
等
に
配
慮
し
て
定
め
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

１

健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）

に
定
め
る
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
健
康
増
進
計

画
２

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
に
定
め
る
医
療
費
適

正
化
基
本
方
針
及
び
都
道
府
県
医
療
費
適
正
化
計

画

３

が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十

八
号
）
に
定
め
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
及
び

都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

４

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
三
年
法
律
第
九
十
五
号
）
に
定
め
る
基
本
的

事
項

５

介
護
保
険
法（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事

業
支
援
計
画

６

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
に
定
め
る
基
本
指
針
及
び
都
道
府
県

障
害
福
祉
計
画

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
十
五
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
5
4号
改
築
工
事
（
可
部

バ
イ
パ
ス
・
広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
三
入
六
丁
目

地
内
か
ら
同
区
大
林
町
字
浜
ケ
谷
地
内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
三
入
六

丁
目
、
可
部
町
大
字
上
町
屋
字
周
泰
林
、
大
林
一
丁

目
、
大
林
三
丁
目
並
び
に
大
林
町
字
柳
、
字
真
香
、

字
火
打
岩
、
字
京
免
、
字
出
張
、
字
松
畝
及
び
字
浜

ケ
谷
地
内

２
使
用
の
部
分
広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区
大
林
町

字
真
香
及
び
字
火
打
岩
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
広
島
県
広
島
市
安
佐
北
区

可
部
南
一
丁
目
地
内
か
ら
同
区
大
林
町
字
台
地
内
ま

で
の
延
長

9•
7
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と

い
う
。）を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道
5
4号

改
築
工
事
（
可
部
バ
イ
パ
ス
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」

と
い
う
。）の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で

あ
る
。
本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法

に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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